
第1学年数学科学習指導案

日時平成29年11月15日（水）5校時

学級1年A組(男子11名，女子5名，計16名）

場所1年A組教室

授業者教諭長根泰斗

1単元名平面図形(図形の移動）

単元の目標

観察や実験などを通して，見通しを持って作図をし，図形の関係について理解できる。

平面図形についての理解を深め，論理的に考察することができる。

【数学への関心・意欲・態度】

・図形を移動したり，移動の前後の二つの図形の関係を考えたりしようとしている。

【数学的な見方や考え方】

・図形の移動の見方から，図形の'性質を見いだすことができる。

【数学的な技能】

・図形を平行移動，対称移動および回転移動させることができる。

【数量，図形などについての知識・理解】

・平行移動，対称移動および回転移動の意味を理解できる。

2

3指導計画(全5時間）

①平面図形の基本用語，平行移動・・・・

②対称移動・・・・・・・・・・・・・・

③回転移動・・・・・・・・・・・・・・

④移動の利用（1）・・・・・・・・・・・‘

⑤移動の利用（2）・・・・・・・・・・・‘
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4本時について

（1）本時の目標

Q根拠を.造2重兆一図形迩対弥整動L迄過程室煮える.二.と凝重さ曇具_.蝋美的な見友壷考え方）

（2）本時の評価規準

（3）本時の指導

本単元「平面図形」では，平面図形についての理解を深めることで，直観的な見方や考え方を

養うとともに，論理的に考察・表現する能力を培っていく。本時は，図形を論理的な根拠をもっ

て，移動した図形について考えることができるようにする。

また，本時では本校の研究主題『主体的に学習に取り組む生徒の育成～対話的な学びを取り入

数-1

観点 Bおおむね満足(評価方法）

数学的な見方や考え方 数学的な根拠をもって，移動した図形を選択し，その理

由を述べることができる。（学習プリント）








